〈日本出版学会／出版流通研究部会報告：2015年9月25日（金）：八木書店会議室〉

＜資料：舘野晳　著書・翻訳書・編集書一覧・略歴＞

	発行年月
	著者・訳者・書名・発行元

	1981年4月
	グループ・草の根編訳『民衆の結晶』現代書館（共訳）

	1982年10月
	白樂晴評論集（安宇植編）『韓国民衆文学論』三一書房（共訳）

	1985年1月
	金重培著（五島恭作訳）『民草よ、夜明けは近い』朝日新聞社（共訳）

	1986年4月
	金洪信著（西門啓訳）『人間市場』朝日出版社（共訳）

	1988年10月
	金洪信著（江南乙鳥訳）『日本上陸　続人間市場』朝日出版社（共訳）

	1990年2月
	現代韓国研究会編『データBOOK : 現代韓国』社会評論社（分担執筆）

	1992年12月
	韓国「VIEWS」編集委員会編『韓国VIEWS』1号、社会評論社（共訳）、2号(1993.6)

	1994年2月
	仁科健一・舘野晳編『新韓国読本』1号、社会評論社(分担執筆・翻訳) 2号（94.11）、3号（95.7）、4号（96.3）、5号（96.11）、6号（97.6）、7号（98.2）、8号（98.10）、9号（99.5）、最終10号（2000.5）

	1996年7月
	金聖七著〔李男徳・舘野晳訳〕『ソウルの人民軍』社会評論社


	1997年5月
	韓勝憲著（舘野晳訳）『韓国の政治裁判』サイマル出版会

	1998年1月
	中国朝鮮族青年会編（舘野晳ほか訳）『中国朝鮮族生活誌』社会評論社

	1998年6月
	金在国著（舘野晳訳）『日本人のための“韓国人と日本人”』三五館

	1999年2月
	厳ワジム著（舘野晳訳）『誰が新世紀の扉を開くのか』浩気社

	1999年12月
	[新訂増補版]『朝鮮を知る事典』平凡社（分担執筆）

	2000年6月
	石坂浩一・舘野晳編著『現代韓国を知るための55章』明石書店

	2000年7月
	「本とコンピュータ」編集室『コリアンドリーム！』トランスアート（分担執筆・翻訳）

	2000年11月
	李離和著（高演義ほか訳）『人物　朝鮮の歴史』明石書店（共訳）

	2001年8月
	韓民著（舘野晳訳）『テーマで読む韓国の20世紀』明石書店

	2002年4月
	舘野晳編著『韓国・朝鮮と向き合った36人の日本人』明石書店

	2003年6月
	崔吉城著（舘野晳訳）『哭きの文化人類学』勉誠出版

	2003年11月
	舘野晳著『韓国式発想法』日本放送出版協会

	2005年2月
	舘野晳編著『36人の日本人　韓国・朝鮮へのまなざし』明石書店

	2005年10月
	韓勝憲著（舘野晳訳）『ある弁護士のユーモア』東方出版

	2006年4月
	韓均子編著（舘野晳訳）『現代韓国社会を知るためのハンドブック』明石書店

	2006年6月
	舘野晳・文女燕珠著『韓国の出版事情』出版メディアパル

	2006年8月
	舘野晳編『あのときあの日本人』（韓国語版）ハンギル社

	2006年10月
	尹炯斗著（舘野晳訳）『ある出版人の日本紀行』出版ニュース社

	2007年3月
	李恩成著（朴菖煕訳）『ホジュン』（上）ランダムハウス講談社「解説」を執筆

	2007年8月
	朴赫文著（舘野晳・蔡星慧訳）『朱蒙』（上下）晩聲社

	2008年2月
	韓勝憲著（舘野晳訳）『分断時代の法廷』岩波書店

	2008年4月
	朴元淳著（舘野晳訳）『法廷でみつめた韓国現代史』岩波書店

	2008年4月
	舘野晳・文女燕珠著『韓国の出版事情ガイド』出版メディアパル

	2008年4月
	安秉道著（舘野晳・蔡星慧訳）『太王四神記』（上下）晩聲社

	2008年5月
	崔仁浩著（青木謙介訳）『商道』（上）ランダムハウス講談社、「解説」を執筆

	2008年 5月
	出版都市文化財団企画室編（舘野晳訳）『坡州出版都市の物語』出版都市文化財団

	2011年7月
	崔逸峯著（舘野晳訳）『がん患者はがんでは死なない』情報センター出版局

	2012年10月
	尹相仁ほか（舘野晳・蔡星慧訳）『韓国における日本文学翻訳の64年』出版ニュース社

	2012年12月
	舘野晳編著『韓国の暮らしと文化を知るための70章』明石書店

	2014年2月
	野間秀樹編『韓国・朝鮮の知を読む』CUON、(分担執筆)

	2014年3月
	[新版]『韓国朝鮮を知る事典』平凡社、（分担執筆）

	2015年3月
	閔有基ほか（舘野晳・蔡星慧訳）『ヨーロッパがらみた独島』明石書店

	2015年4月
	金彦鎬著（舘野晳訳）『本でつくるユートピア』北沢図書出版

	2015年8月
	李斗暎著（舘野晳訳）『韓国出版発展史1945～2010』出版メディアバル

	2015年12月
	（予定）李淵植著（舘野晳訳）『朝鮮を後にして』明石書店

	
	



＜略　歴＞


1945年12月　	中国河北省北戴河海濱から引揚げ、山形県鶴岡市に住む。


1955年3 月	上京し、56.4法政大学経済学部に入学


1960年.4月	東京都庁に勤務（～96.3定年退職）


1968年10月	最初の韓国訪問、その後、訪韓回数は200回を超える。


1977年5～6月	中国訪問、（中国文化大革命66～76年）


1989年1月	『出版ニュース』誌の「海外出版レポート・韓国」欄を担当


		現在まで26年間の長期連載


2001年10月　  韓国文化観光部長官より「出版文化功労賞」を授与される。
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